
■第１回自治推（４月１６日） 

→会長と副会長が、町長からの諮問後に開催する。 

内容は、以下の通り 

・諮問報告 

・議員懇談会の議事録を承認する 

・今年度のスケジュール詳細確認（なんなら、以降の自治推の日にちを決めてしまいたい） 

→特に町民活動団体のアンケートについて、議論しないと間に合わない？ 

・17 日の進め方の確認（進行表案）、項目の確認（確認事項案）、その他何かあれば！ 

 

■町内会との懇談会（４月１７日） 

・別紙、進行表と確認事項で進める。（１６日に修正があれば、修正後のもので実施する） 

・イメージは、議員懇談会のような楽しい雰囲気で進めたい。 

 

●５月１３日（木）、２０日（木）、２７日（木）の学ぼう？（２回程度か？） 

・町内会との懇親会の振り返り、町内会と町民活動団体の条文について意見交換をする。 

・５月～６月自治推までの間に、町民活動団体とのアンケートを実施か？ 

 

●６月３日（木）、１０日（木）、１７日（木）の学ぼう？ （２回程度か？） 

・６月自治推の自主勉強のために開催する。 

・町内会と町民活動団体の条文について意見交換をする。 

 

■第２回自治推（６月２４日（木）辺りか？） 

●町内会と町民活動団体の条文案の確認をする 

●大事な部分をチェック 

・第２条 用語の定義 

→それに伴い「役割という条文」や「連携の主体」を増やす必要があるのか？を確認する 

・第３９条 自治推の位置づけ 

→町民の立場以外にも、見守る立場は誰か？ 

●意見一覧表から、協議していないものをチェック 

・第３４条 危機管理 

→社協を入れた方が良いのでは？（先に千野さんに確認、調整などをお願いする） 

・第３６条 国内外との交流 

→外国人の在町による見直しの必要性は？（学校に関わる方にヒアリングが必要？） 

→そもそもの条文が合っていないのでは？ 

 

●７月１日（木）、８（木）、１５（木）、２２日（木）の学ぼう？（２、３回か？） 

・解説書の修正（作業をどう進めるのか？）をする。 

・答申書の作成の進め方を検討する。 

 

●７月２９日（木）、８月５日（木）、１９日（木）の学ぼう？（３回か？） 

・答申書の作成、体裁を整えていく作業 

●答申書とは？ 

①現状がこうである（根拠となるものは何か？）。 

②不都合が起こっている or こういうことが必要になっている。 

③だから、こういう方向での見直しが必要である。 

 

■第３回自治推（最終週の８月２６日（木）辺りか？） 

・全部の確認、決定（少なくとも、条文案は絶対！）解説書は後からやるのか？ 

 

●その後、町長へ答申（８月２６日以降～８月末） 


